
第 108 号                                2024 年（令和６年） 9 月発行 

 

 

 

 

 

 

甲賀警察署 署長 筒居 昭博 

湖南市において、少年健全育成、非行防止活動にお取り組みいただいている関係者の皆様には、

日頃より少年関係の様々な活動をはじめ、子どもの安全対策に多大なご尽力をいただいておりま

すこと、また平素より警察業務の各般にわたり、ご理解とご協力を賜っておりますことを、本紙を

お借りしまして、厚くお礼を申し上げます。 

 まず、県下の犯罪情勢ですが、令和５年中、刑法犯の認知件数は、7,771件で前年より 941件

増加しました。特徴として、罪種別では窃盗犯の割合が最も多いのですが、近年は知能犯の増加が目立ち、詐欺は 800

件で、前年より 205件増加し、その他、不同意性交や不同意わいせつといった少年が被害者となる事案も大幅に増加

し、犯罪被害が高齢者や未成年者に及ぶ傾向が強いことが危惧されます。 

 また、県下の少年非行状況ですが、令和５年中、刑法犯では 581人の少年を検挙補導しており、前年より 171人

増加し、不良行為では 2,222 人を補導しており、前年より 30 人増加しております。特徴として、刑法犯では窃盗

（万引き）の増加、不良行為では、深夜徘徊、喫煙に次いで、正当な理由なく学校を休み、早退等をする怠学行為と

して補導される少年が多い状況がみられます。 

 一方、当署管内の少年非行状況ですが、令和 5年中、検挙補導した少年の総数は 125人であり、前年より 33人減

少しています。特徴として、不良行為で補導される少年が 83人で前年より 43人減少しています。 

 近年全国的に少年による凶悪犯罪や大麻使用などの薬物事犯、特殊詐欺の受け子や出し子などの犯行に関わる事件

の発生や、ＳＮＳの利用を発端とする加害行為や被害など、現代の少年を取り巻く犯罪情勢につきましては、予断を

許さない状況となっています。特に誰もがインターネットを普通に利用している環境において、様々な情報に触れる

機会が多く、インターネットを利用した犯罪の手口も巧妙化しており、いつでも犯罪に巻き込まれるおそれがある状

況となっています。 

 警察としましては、日頃からの少年非行防止に向けた取組、将来を担う少年の立ち直り支援などの健全育成活動の

重要性を認識しており、関係者の皆様方との連携を深めながら、少年の非行防止活動に取り組んで参りたいと考えて

おります。 

 これからも、少年の非行防止と健全育成のための様々なご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

「薬物乱用防止啓発標語」 

「一度だけ」で 一生苦しむ おちていく   三露 恵奈さん（令和 5年度下田小学校卒） 

後悔は  自分だけじゃなく  家族まで    清水 愛菜さん(令和 5年度下田小学校卒） 

 



◎６月２８日(金) 
 湖南市少年センター第１回運営会議を開催
しました。 
会議では、事業予算などについて確認いた

だき、意見交換の中では、SNS 上のトラブル、
地域での少年への教育や支援、少年の居場所
や活躍の場などについて貴重な意見をいただ
きました。 

少年センターに来て
いる少年が、「湖南市
教師力アップセミナ
ー」の講師として、湖
南市内の教職員を対象
に「消しゴムはんこづ
くり」の講座を行いま
した。 
ステキな消しゴムは

んこができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「薬物乱用防止啓発標語」 

薬物はダメ いつでも 強い心をもとう 大原 礼暉さん（令和 5年度菩提寺北小学校卒） 

薬物乱用 体や心を ダメにする    芦田 祐翔さん（令和 5年度三雲小学校卒） 

◎７月４日(木) 
 第１回湖南市無職少年対策推
進員会議を開催しました。甲賀
警察、職業安定所、市内中学・高
校、市内企業などの担当者が出
席しました。 
 会議の中では市内の少年非行
の現状について情報共有が行わ
れ、各機関がどのように無職少
年たちの支援に関われるか意見
交流を行いました。 

少年補導委員が各中学校区ごとに中学校との訪問活動や連絡会議を実施。学
校と地域が連携して子どもたちを見守ります。 
写真は甲西北中学校(左)の連絡会議と甲西中(右)の授業参観の様子です。 

◎７月８日(月) 
青少年の支援にサポータ

ーとしてご協力いただいて
いる方々を対象とした研修
を行いました。講師に湖南市
教育委員会学校教育課の立
岡寿規指導主事を招いて、多
数派の特権、少数派の意見の
扱われ方など身近な人権問
題を通して青少年の支援の
在り方をサポーターのみな
さんと学習しました。 

 

７月の青少年の非行・被害防止啓発月
間には、７月５日と１２日の２日間に、市
内の５４店舗を巡回訪問しての啓発活動
を展開しました。 
どのお店も活動に理解を示してくださ

り、成人雑誌や刃物の陳列の仕方などに
ついてご協力をお願いしました。 
今後も青少年を非行や犯罪から守る環境
づくりに努めていきます 

◎８月３日（土） 
湖南市夏まつり

では、会場内の巡
回補導を実施しま
した。今年はもっ
とも人が集まる花
火の打ち上げ時間
に合わせて行いま
した。 
他にも、通常の

巡回補導に加え、
毎土曜日には夜間
の街頭補導を実施
しました。 

少年センター前
にある畑の写真で
す。（上） 
真っ赤なトマト

が実り、サツマイ
モはつるをどんど
ん伸ばしていま
す。 
しかし、天敵カ

ラスが！ 
カラス対策頑張

っています。 
写真はここで採

れたジャガイモで
ポテトサラダを少
年と調理している
様子です。（下） 


